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フ ラン ス語 の 日本 語 へ の 干 渉
一 音声の面において一
会 津 洋
1-0-0まえおき=日 本 人が7ラ ンス語 を 学ぶ と きまず ぶつか るのが発
音 の難 関である。 とすれば フランス人が 目本語 を学ぶ とき も発音 は障害で
はないのか・答 えは意外 に もノーで あった。 少な くともこれ を書 くために
面接 を もとめた 日本在住 もか な り長 く 日本語 も大分 たっ しゃな7ラ ンス語
系人5名 の返事は ノーで あった。た だその うち2名 は始めはや さ しい,っ
ま りす ぐ発音 でき 日本 人に通ず ると思 っていたけれ どかな り学習 が進 む と
やは りい くつか の難 しい発音 がある・ また特 にイン トネーシ ョン・ ア クセ
ン トが どうも日本 人 と違 って しま う,や は り最初 よ り正 しい発音,イ ン ト
ネーシ ョン,ア クセン トの訓練が必要 だ,と 認 めていた。
二こでは両国語 の音,リ ズム,イ ン トネ ーシ ョンな どを全面 的に対照 さ















2-0-0フラ ンス語音 の特性1比 較 の前にフ ランス語の母音 ・子音 の特
性 を概観 したい と思 う。
2-1-0母音
2-1-1調音 点が前よ り1前 頁 の図で示 されてい る通 リフ ランス語 では
母音 窪6のうち10が 口腔 の前部 を使 って調音 され る。英語 のぱあいが10の
うち4で あることと比較す ると 「前 よ り」 はひ とつ の特性 であろ う。(ちな
み に 日本語 は5の うち3で あ る。)
2-1-2円唇母音 が多い;平 唇は[a,ε,e,llの4つしか な く 工6のうち
12は唇 をまるめる と同時に唇 を突出 させて発音 され る。
2-1-3音が 純粋 なこと1や や抽象的だが,つ ま り現代 フランス語では
二重 ・三重母音がな く,発 音時において唇が緊張 し,音 節の基本構造,子
音+母 音 におい て 母音の 口構 えが 先 立つ子音 に よ り くず され ることがな
い,と い った特性が音 としての純粋 さを保 ってい ると考 えられ る。
2-2尋 子音
2一各1調 音 点;母 音 と同 じく子 音 も前 よ りだろ うか。い ま硬 口蓋 ・歯
茎音 まで 「前 よ り」に含 める とす る と22中16が 「前 よ り」。日本語 では25
中17で これ だけで フランス語 を際立 て る特性 とは言え ない。 そ こで数の
比較でな く対応す る子音 ど うしを他 国語 と比較 してみ ると,例 えば 国[d]
回 凹[S][5][∫i[3】で1まそれぞれ に舌端 の位置 が英語 に比べて 「前 よ り.
といえ る。
2-2-2「前駆」(an亘cipation〉の現われ=す でに2-1-3で母音は先行
の子音 の影響 を受 けない と述べたが,さ らに実 は母音 の 口構 えが先行 の子
音 のそれ に前駆 し,子 音 を発す るときにす でに母音 の 口構 えができてい る
とい うこ とである。(仏pure[pyrlと英pure[plu∂]とを比較 され よ。)
3-1-0フランス語にない 日本語の特性=
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ヤ・うまで もな くこれ はフラン
ス語系学習者 の弱点で あるが、調査で得た知識を音,ア クセ ン ト,リズム,
イン トネーシ ョンの順 で整理 してみ る。
3-14「 ら」行音1こ れは フラ ンス語系 のひ とび とに限 った 難点では
ないが・ フラ ンス語系 のひ とに とって も高位にランクされ る 難物 である。
あ るフ ランス人は 円 と[d]の 中間音 とい うつも りで修得 した とい った。
3-1-2「がj行 鼻音=フ ランス 語 では 団 はb・ild丘R9,camPlng,
s亡andlng,躍.のよ うな英語か らの外来語 においてしか聞かれず ,ま た1η]
+母 音 とい う組み合わせは ないために,tam壁os垣geki,gy㎎y65裁にお
いて 国!が[g]で 代用 されやすい、 ちなみに逆 に 日本 入は フランス語 を
学ぶ とき6g王ise[望1i:z]「教会」lexerc柔ces匡gzεrslsl「練習 」6!`,におい て
[91が[弓}と発音 されやす い。
3-1-3「は」行音=フ ランス人は 「はな一を 「アナ」 と発音 した りす
るとは よく聞 くはな しだが 日本語に熱心 なフランス人はつ ぎの理 由で訓練
しだいでそ う困難 な く獲 得で きる音 だ とい う,す なわちl
a〉lhlはフランス語 音 として標準 では現われないが文字hは 表記 され
ているか ら字 をみ るた び音lhlは意 識 され ている,
b〉 英 ・独語 を学ぶ ときは必 要で あるので学んで しま ってい る。
'実際には語頭 よ り語 中において母音 に挿 まれている とき,よ り困難 なよ
うである。
1例1as痂,5δ診yδ,tai施,6猷
3一一1-4高さアクセン トの 異な る同音異義語=
[例】 雨1飴1錐/霧1箸1橋1親 切!新 雪 β瓦 この種 の区別 は特に
2音節語 どうしが難 しい ようで,あ るフランス人 たちは ゑme,am6のよう
なアクセソ ト符号 をつけて欲 しい と望 んでいた。
34-5音 節 の区切 りと拍 の区切 りの相違:前 述 したよ うに フ ラン ス語
の音節構造 の 基本 は 〈子音+母 音>で あるか ら 「なん にち」 が とか く
なにち,「 かんなん」がかなんな どとな りやすい。 と同時 にこれ は 目本語
の特性 の拍の区切 りが フランス語の音節 の区切 りと様相 を異 に してい るこ
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とに起 因 している。 とくに拍の区分が 「ん」で終わ り,後 続 の拍が母音1
個 よ り成 るときが難 しい。
[伊llhan-i,tan-i,si一三, -i-e露凱
フランス語 はしか しなが ら芙語の よ うな強弱形式の言語ではな く リズム
単元が同 じ長さに保たれ る言語で ある*ので,この点では拍形式 の 目本語 に
近い とも言 えるが,リ ズム単元は拍 と異な り数語 を含む長い ものもある.
3-1-6〈母音(A)+子音一【1】+母音(B)〉 など:日 本語 でri-y6,k呈一y6
などのぱあいで,こ のばあいは フラ ンス人 に とっては1音 簸語ry6,k頭
の方が発音 しやすい。 しか し母音(A),(B)の縄み合 わせ方 によ り逆なば
あいや・両方 とも困難でないば あい もあ る。例 えばrぎ よ」は人名 にGuiOt.
またはGuyGt【gqioiがあるので比較的や さしいが 「ぎょ」 は困難な よ う
である。
さらにk鱒 とkioを,つ ま り問 に 田 の有無に よ って分けてみ るな ら長
年 習慣 化 してい るTokioの綴 りにみ られ るよ うにkioの方 がよ りや さし
いことは フランス語ではqui6te.のよ うな語群が存在する ことか らも確
み られ る。 しか し 「きあ」 と 「き ゃ」においては,そ れぞれ近いquiaま
たは`4驚[移4fel(パリに多い発音。標 準は[kafe])があるので ともに困難
を感 じない よ うである。
要す るにここでも 日本語の損の問題 「きよ」 「ちよ」が7ラ ンス人の考
える1音 節 ではな く,2拍であることを指導 す ることが 大切なのであろ う。
3-1-7文の平板イ ントネーション1フ ランス語 においてもn'est{epas⊇
「でしょ うP」hein}「え ～」s7ilvousplait「ど うぞ」 またはditMme
Lepicゑ1'a宝n6desestro三senfants「とル ピク夫人は3人 の息子 の長男 に
云 う」 といった長 いもの にいたるまで,言 い添 え られ る文や語句において






一シ ョンが平 板であ りこれ が習得 し難 い よ うだ。
1例】 「新 聞はけさきてい ますか。」
「昨晩か ら全然眠 ってお りませ ん。」
「や まぷ きは どの花 だか教 えて くれ ませんか 。」
3-2-0両国語間に酷似 した音:日 本人か らみれば 「ら」は11a]または
【ra】と酷似 と扱 ってしま うか もしれ ないが,外 国人側 では混同 は許 され な
い。その意味 で 「ら」 は フランス語 にはない音 として前章 で扱 った。つ ぎ
に扱 う 「ん」 に して も厳密に言えば 日本 語独 自のものであろ うが通常[n]
で代用 され て支障は まずない。 この後者 の よ うなばあい を例挙 しそ の異 同
を考察 したい。目
3-2-1「ん」 と[n】:つ ぎのよ うに分 けてみ る。
a〉語尾 の とき1一 「井 上 さん」 「叛」な どで 出 る 「ん」 を 多 くは[n】
です ませ てい る。耳障 りとはほとん ど考え られ ないが,し か し滞 日年数 の
長い あるフランス人神父は 「十五夜 お月 さん」で歌 われ てい る 「ん」は非
常 に美 しい音 でわれ われの持たない音で あると言 っていた。
b)語 中で音節末のばあい:sen一:i,an-naiなど次の音節 が子音 で始
まるばあいには 「ん』 が[n】で代用 され てい てもあま り気 にな らない。 ま
た学 習の困難 点ではないが,「 たんい」 のよ うに続 く音節 が母音か また は
母音+子 音の ばあいは3-1-5で述べた よ うに 拍 の区切 りの 困難 さのた め
に,「ん」 を[n】で代用 させた としてもやは り難 しいケ ースの よ うだ。
3-2-2「わ」と[wal:「は」「わ」は[wal目で代 用 され て用 がた りてい る
よ うだが,少 し細か く考察す ると(W〉は,左 右 ・上下 の 口のす ぼめが著 し
く,また思い切 って唇 を突 出す る(ただし英語 のlhw1ほどではない)。.日本
語の 「わ」は よ り緊張 が緩 んでいる。
3-2-3「しゅ」 と 【∫1;「じゅJと15】=前 章 と同 じく[∫頁3]の ケー ス
が 日本語 のばあい よ りも,口の左右(上下 ではない)の狭 めの度合 が著 し く,
また唇 を突 き出す。 あ るフ ランス人は 「しゅ」は フ ランス語 の[∫1と ドイ
ツ語 の 園 の中間音 と考えればよい と言 っていた。
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3-2-4「う」 と[yLlu]または[w]1こ れ もまた唇のつ く りの緊張 に
関係す るのだが,「 う」 を発す る とき唇 を円めて 突出 させすぎる欠 陥が生
じる。 周囲の 音の 環境でly]か[wlかlulと な る。1例】Shl52∫oka
[∫i弓一Qka]1μsa呂i[鯉gil∋ma劉[ma3剛
3-2-5じId5]と[31;息の通路 をい ったん止 めて発す る[d31はフラ
ンス語音 としては稀で・*「じ」 に相当す る音 として[31が出やすい・ 「徐
々に」「じゃんけん」 「十本」 な どとい うとき131に な ってないか留意 を
要す る。
3-2-6Mimiとr耳 」:こ うい う場 合は珍 しい と思 うが,た ま た ま
Michdの愛称 のMimiが 発音 の面 だけでは 「耳」 と同一 である。 そこで
前者 の発音 が 一Lと い う高低 アクセン トを伴 なってそのまま 「耳」 に対
しても用 い られ るが・「耳」のアクセン トの高低 は逆 で_rで あるので誤
ま りとなる。
4-0-0日本語に もち こまれやすい フラ ンス語の特性:
4-1-0ローマ字読みのばあい;日 本語学習の経験 も浅 く,し か もロー
マ字読み しか で きない フランス人 にとって,フ ランス語読みの習慣が もち
こまれや すいこ とは容易 に想像 され る1
4-1-1chを[∫1=例 えばCh6si「銚子」 のChを1∫ 】として しま う
類。 あるフラ ンス人はTy6siま たはTy6s掘 と書 けぱ混乱は防げ る と言
ったが,他 の人はこのよ うに ローマ字の統一化 を乱す傾 向には賛成 しかね
ていた。
4-1-2母音 間のsを[zl=前 例のCh6siをこん どは[∫o:宅ilと発音 さ
れ る傾 向についてである。 大阪を 「おおざか」・ 長崎 を 「なが ざき」な ど
はなか なか抜 けき らぬ癖 である。
4-1-3siを 【si],ziを[zil:もう一度C五6siを 例 にとるとsiを
*語 末にくるばあいは外来語のbri卿とかQmbo砲eなど。語中に くるばあい
はadを 接頭辞 とするもの(a40int・a4eCti£a40Ωcdon〉と,ま た音節の切れ目に
くるb吋etなどがあ り普通は 〔d3」だが,音 節の切れ 目または接頭辞であることを
意識 して[d-31と切 り離して発音するひともいる。
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「す い」[sqと発音 され て しま うことも少な くない。それ だか らこそ,ヘ ボ
ン式 は 「し」 にch三,「じ」にiiを 当てたの だろ うが,い つ まで もヘ ボン
式 に執着す るのは問題 で,日 本 語音 には 「す い」や 「ず い」 はない のだか
らsiは 「し」ziは 「じ」 と始めか ら教育すべ き ことはい まさら言 うまで
もあるまい。
4-1-4giを15i]1「ぎ」はフランス語 では通常guiで 表わ し,giは
13ilと読 まれ る習慣に拠 ってい る。 萩 原が[h痴w蟹alと な る誤 ま りが起
こる。パ リの荻須 画伯 の展 覧会の広告にはOg躍issとあ った。けれ どG三麗a
は よく知 られ てい るせ いか[3§2a]とい う入はまず ない。目目
牛1-5eが[司 ・または落ちる:・フランス語 でe字 が どんな位置 に きた
とき 同 となるか,ま たはe字 が読 まれないか を説明する とやや煩雑1とな
るので・1つのばあいだけ示す こ ととす る。例えば アクセ ン トを受 けない音
節末 のe字 は先立つ子音 が2つ 遠続 してい ると[∂],1つだ と読 まれない と
い うのが原則であ る。従 ってau惚ment[o=tr3mdlでは[gJが入 り,maint8-
nantlm5tn司では通常落 ちるわけであ る。 この特性が 目本 語 を発音す る
ときにももち こまれ て 「佐 世保」Sas♂boを[sazbolと読 まれ て しま う恐
れが ある。
牛2-0も ちこまれやす いその他の一般的特性:
牛24ど の母音 もどんな位置でもは っき り発音 される(ただ し 同 は除
外);面 接 した フランス人は 自分が 「わた くしは」 と言 うときwa-ta・kしレ
垂w&と 含 まれ る母音 を全部発音 していたので最初 ぎごちなか った と述懐
した。それはフ ラン,ス語ではア クセン トを受 ける受 けないにかか わ らず 囹
を除 くすべ ての母音 はその個有の音 を発す るか ら で あ ろ う。 「戸塚」 を
Toz'kaでな くTozuka,「鞭 」をk'tuでな くkutuと言 うの も同 じである。
またフランス人が発音す ると,特 に 「い」 「うJが 強 く な りす ぎるの も
団 回 を強 くは っき り言 う習慣のた めで ある。
4-2-2リズム単元 の最後 に力点が位す る:こ れ が 自然 なフ ランス語の
原則である ことか らして,と くに向一の 意 味を表 わす 貝 ・仏 表現 に おい
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ドて,日 本語 にフランス語 の 「敷 き写 し」が生ず る。例 えばtouioursだか
ヨ コ ド ぞ
ら 「い つ で も 」peut-etreから 「た ぶ ん 」 ま た 文 章 で 主 部 のCelivre...
ト「この本は」 とい った類である。
牛2-3文 のイ ン トネー ション:イ エス ・ノーをもとめる疑問文 では末
尾が上昇す るのが多 いか ら,日 本語に訳 して言 って もか ならず文尾が上 っ
ている。 しか も 目本語の疑問文 よ りも上 りかたが著 しいか ら,そ の癖が彼
等の 日本語 に現 われ る.
4-2-4断定 文の抑揚:面 接 した1フ ランス人の述懐による と,彼女がパ
リであま り日本人 と接触せず勉強 していた時,L》amour,c'estuneoccupa-
tionde「espace,を訳せ といわれて 「愛 とは空間 を占めるこ とで ある」とし
た。問題 はその イン トネ ーシ ョンなのだが,原文では ノ/＼ すなわ ち小上
り・大上 り・下 りとい った カーブになるので訳文でも自然にそれ を敷 き写 し
た抑揚 をつけていた。 ところが 目本へ来 てみ る と誰 もそんなふ うには言わ
ない。 目本人だ った らこの訳文 を 一 一
とい う具合に 日本 語の特性 に従 って平板 に言 ってしまう。 ここで彼女 は原
文についていたフ ランス語 の抑揚に よる表現の感情的価値 が 日本語 に訳 し
て読んだ際失 なわれて しま うの を感 じた と述べた。 もちろんわれ われ 日本
語の文章 もそれ に個有 の抑揚の組み合わせに よっては 日本 人的感情 をそこ
に盛 りこむ ことはい くらで も可能な ことは言 うまで もないが,フ ランス語
の抑揚 とはか な り異質 だとい うことはいえ る。
5-0-0日本語教育への外国人学習者の意見:・さいごに蛇 足 ではあ るが
面接 した数 人のフランス人の ローマ字:日本語への提言 をまとめてみ よう。
54-0ロ ーマ字蓑 記の統一=は 強 く希望 され ている。1フ ランス人は
外国入に迎合 した よ うな表記法 は無用 な混乱 を招 くばか りだか らはや く一
本化 して欲 しい と語 った。 しか し周知 のご とく歴史的事情 もあ り古い使い
慣れ た表記法がなかなかやめられぬ のが現状 である.
5-2-0ホモニムにアクセ ン ト記号1特 に憶 えに くいのは2音 節語だそ
うで,こ れに 貞me,am6とい った高低ア クセ ン ト記号 を付 けよ とい う注
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文 が2人 のフランス人か ら出 された。
5-3-0長音記号:母 音 をのばす ときには必ず付け て欲 しい との願望 で
ある。T6ky6,s且y6naraなど。フランス に とっては短母音 はや さしい が長
母音 が難 しい とい う。1例1雪!勇 気・靴 ノ苦痛 畝 これ は単 に母音 をの
ばす とい うだけでな く,つ ま り些二 ざとい う2音 節 でな く・ 塗 互隻 と3拍
として把握 することに困難 があるた めだろ う。他方nohと い った表記 は よ
くない と1フ ラ ンス人 は言 った.な ぜ な ら 「農薬」 をnohyakuと書 けば





2.目 本語教育公開講座の口頭発表内容をふ りかえって不適切 ・不完全が発見 さ
れたので,修正 した り事項の配列 をかな り変えざるを得なかった。
3.こ の小論の資料を提供してくれた面接者は ユペール ・マエス氏(パリ大学文
学部 日本語科主任)クロー ド・ロペルジュ氏(上智大学外国語学部助教授)ジャヌ・ゴ
ルベルス嬢(早稲田大学語研 日本語教室学生)マルティヌ・マチアス嬢(青山学院大
学文学部講師)である。 またNHK国 際放送のフランス人アナウンサー数名の 日本
語の発音 も役にたてた。 また日本人のフランス語発音学習の問題点を考究された目
黒士門氏(小樽商科大学助教授)の 「言語干渉 と発音教育」(日本 フランス語 フラン
ス文学会誌No,5所載)も示唆を与えて くれた。紙上記して謝意を表わす。
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